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綜 説

尿解析が示す腎病態
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１．尿赤血球
血尿は，出血の部位によって糸球体性，非糸球
体性に分けられる．糸球体性血尿は，７０％以上の
大小不同の変形赤血球を認める．一方，非糸球体
性の血尿は，血液中と同様の均一な赤血球を認め
る．最近，フローサイトメトリーによる尿有形成
分分析装置が開発され普及しているが，私たちは
SysmexUF-50を用い尿赤血球の形態判定(dys-
morphic, isomorphic, mixed)を行っている（図
1A).尿赤血球のレーザーの前方散乱光の強度
(尿赤血球の大きさ）から糸球体性と非糸球体性
を鑑別するもので，組織学的腎疾患診断を含めた
臨床診断との一致性が示されている．糸球体性血
尿，非糸球体性血尿のスクリーニングに有用であ
る．

は じ め に

腎疾患の確定診断には，腎生検を行う必要があ
るが，基礎疾患や合併する病態によっては実施が
困難なことがある．また治療経過中の疾患活動性
変化は，再生検を行わなければ評価ができない場
合がある．私たちは,１）尿赤血球数と形態,２）尿
活性型免疫細胞の検出，３）簡易尿蛋白電気泳動
を組み合わせ腎疾患の病態診断が可能かを検討し
ている．その目的は，非侵襲的に得られる尿検体
から，できるだけ多くの情報を収集し，腎疾患病
態診断を行い，慢性腎臓病の診療に対応すること
にある．
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